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1　は　じ　め　に

青森県農業試験場藤坂支場において耐冷性中間母本「中

母59」を育成し，その特性は，上原ら2）が報告した。この

なかで，耐冷性評価は恒温深水法での検定によるものであ

る。この検定方法は，出穂期が異なる場合も，同じ期間の

冷水処理をうけ，また，処理水深より幼穂の位置が高くなっ

てからは外気温の影響を受けるため，出穂期の異なる品種・

系統間での耐冷性の比較は困難であった。

そこで，本試験では，低温処理期間中の外気温の影響が

ほとんどなく，一定の温度設定ができる自然光型人工気象

室を用い，出穂期の異なる北海道・東北で育成された耐冷

性極強の品種・系統と「中母59」の耐冷性を比較した。

また，「中母59」の両親との低温に対する時期別の反応

を比較するため，穂首分化期から出穂期までの時期別の耐

冷性検定を行った。

2　試　験　方　法

（1）品種比較試験

供試品種吼北海道，東北の耐冷性が極強と判定されて

いる品種・系統で，「中間母本農8号」，「中間母本農11号」，

「中母35」．「中母59」，「はなの舞」，「東北155号」の6品

種・系統と中国雲南省で育成された耐冷性中間母本の「雲

冷26」のあわせて7品種・系統である。

共立みのるポット育苗箱に1穴1校で播種し，育苗後，

1／5，000aワグネルポットに1株1本植えとし，16本を

円形に移植した。施肥量は，全量基肥で窒素，燐乳加里

ともに成分量でポット当たり0．7g施用した。低温処理ま

では，加温装置付きのガラス量で養成し，低温時には低温

の影響を受けないように加温した。各品種・系統ごとに幼

穂を確認し，低温処理を開始した。処理期間は幼穂形成期

から開花が終了するまでの60日間である。処理ポット数は，

1品種・系統当たり2ポットで行った。処理は，水槽付き

自然光型人工気象室を利用して行い，遮光率45％の覆いを

し，処理温度は1995年は水温，気温とも19．0℃，1997年は

気温は19．0℃，水温は18．5℃で，処理水深は生育にあわせ2

0～45cmに調整した。不稔調査は，1株から最良梓の1穂

を採取し，1ポット当たり16穂を触手により行った。

（2）時期別耐冷性評価試験

供試品種は，「中母59」と「中母59」の両親である「中

間母本農8号」，「中母35」の3系統である。

播種，移植方法，材料の養成は試験1と同様に行った。

低温処理は，「中間母本農8号」は6月25日，「中母35」と

「中母59」は7月1日から開始し，その後は，3日ごとに

処理を行った。各処理ごとの供試ポット数は2ポットであ

る。処理は，水槽付き自然光型人工気象室で行い，遮光率

45％の覆いをし，処理温度は水温∴気温とも12．0℃で，処

理水深は生育にあわせ，20～45cmに調整した。処理日数は

6日間である。穂ごとに出穂日をマークし，穂ごとに処理

終了日から出穂までの日数を求めた。不稔調査は，1株か

ら最長梓1穂を採取し．触手により行った。

衰1耐冷性検定での生育特性及び不稔歩合の品種間差異

品　種　名

及　　　び

系　統　名

1995年
出穂　　梓　　　穂　　　絶　　不稔
日　　　長　　　長　　籾数　　歩合
（月／日）（Ⅷ）　（m）　（／穂）　（％）

1997年
出穂　　梓　　　穂　　総　　不稔
日　　　長　　　長　　籾数　　歩合

（月／日）（皿）　（Ⅷ）（／穂）（％）

中間母本農8号
中間母本農11号
中母35
中母59
はなの舞
東北155号
雲冷26

8／17　　82．8　16，9　　49．8　　62．7　　7／29

8／20　　87．9　17．3　　62．4　　45．9　　8／6

8／22　　77．5　16．3　　68．6　　69．0　　8／5

8／27　　75．8　14．1　54．5　　31．9　　8／10

8／30　　86．0　15．8　　62．0　　71．4　　8／11

9／9　　73．9　14．8　　47．7　　58．9　　8／20

9／11　82，0　14．4　　63．5　　80．2　　8／19

88．0　　17．6

90．7　　17．1

79．4　　15．6

77．9　　14．5

87．9　　15．8

72．3　　14．6

83．8　　16．6

61．2　　65．9

70．2　　60．7

60．9　　82，7

61．7　　60．7

78．4　　85．8

68．1　　68．1

80．1　　80．1
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3　試験結果及び考察

（1）品種比較試験

1995年及び1997年の試験結果は表1のとおりである。

1995年の出穂期は，「中間母本農8号」が8月17日で最

も早く，「雲冷26」が9月11日で最も遅くその間24日で，

「中母59」はそのはば中間の8月27日であった。不稔歩合

は，「中母59」が31．9％で最も低く，次いで「中間母本農

11号」が低かった。

1997年の出穂期は．「中間母本農8号」が7月29日で最

も早く，「東北155号」が8月20日で最も遅く，その間が22

日で，「中母59」は8月10日であった。不稔歩合は，「中母

59」，「中間母本農11号」が最も低く60．7％であった。

2カ年の不稔歩合を平均し，それぞれの品種・系統間で

耐冷性を比較すると．耐冷性は以下の順で強かった。

「中母59」＞「中間母本農11号」＞「中間母本農8号」，

「東北155号」＞「中母35」，「はなの舞」≧「雲冷26」

「中母59」は，両親である「中間母本農8号」，「中母35」

より耐冷性が強い結果となった。佐々木ら1）の報告にある

ように，耐冷性遺伝子の集筆削こより両親より超越した耐冷

性を示したものと考えられる。

（2）低温処理時期別耐冷性評価試験

低温処理終了から出穂までの日数を穂ごとに求め，同一

日数の穂の不稔歩合の平均値を系統ごとにまとめたのが図

1である。

低温に対する感受性の高い時期は．3系統とも2か所あ

り，ピークの形も同様の形をしていた。

一つ呂のピークは，処理終了から出穂までの日数で23－

25日目の幼穂形成期，もう一つのピークは，処理終了から

出穂までの日数で6－10日目の小胞子初期と考えられる時

期であった。
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一つ目の幼穂形成期のピークは，出穂前22～24日と3品

種ともピークは同じ日数であった。この期間の不稔歩合が

高い3日間の不稔歩合の平均値は，「中母59」が14．2％，

「中間母本農8号」が25．7％，「中母35」が22．8％で「中母

59」が最も低かった。

二つ目の小胞子初期のピークは，処理終了から出穂まで

の日数で「中母59」，「中母35」が7日，「中間母本農8号」

が9日とピークの日数に差がみられた。この期間で不稔歩

合が高い3日間の不稔歩合を平均すると，「中母59」が54．6％，

「中間母本農8号」が64．6％，「中母35」が71．2％と「中母

59」が最も低かった。

不稔歩合が高い3日間の平均値は，幼穂形成期と減数分

裂期のどちらの時期においても「中母59」は最も不稔が少

なかった。

4　ま　と　め

m　「中母59」の耐冷性は，北海道・東北で育成された

耐冷性垣強の品種・系統の中で最も強かった。

（2）「中母59」と両親である「中間母本農8号」，「中母

35」の穂首分化期から出穂期までの時期別の不稔歩合は，

幼穂形成期と小胞子初期の2か所にピークが認められ，そ

の形は3系統とも同様の形をしていた。「中母59」の不稔

歩合は，どちらの時期においても両親より低かった。
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図1低温処理による生育時期別不稔歩合の推移
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